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令和２年１１月５日に、建築研究所 第１８回 専門紙記者懇談会を国土交通省内で開催

いたしました。 

建築研究所では、活動状況を広く知っていただくための取組みの一つとして、平成２０

年度から住宅・建築・都市に関係する専門紙の記者の方々をお招きし、最近の研究活動等

について紹介しています。 

今回の報告事項は、地盤・液状化に関する技術開発の加速に関する事項など下記の通り

となっており、弊所ホームページに資料を掲載いたしましたので、ご覧ください。 

 

記 

（報告事項） 
（１）地盤・液状化に関する技術開発の加速へ 

～現実に近い複雑な地盤の動きを再現する国内初２方向加力式の実験装置を導入します～ 

（２）共同住宅及び小規模建築物の簡易な省エネ評価ツールの開発 

    ～来年４月の施行予定の改正省エネ法に取り組む中小工務店、大工の皆様を支援します～ 

（３）災害避難時の介護用ロボット活用技術 

～高齢者福祉施設や病院の新たな避難支援技術を開発します～ 

（４）高層木造建築物の構造設計法に関する技術開発 

（５）100年建築を支える技術 

（６）日本発 BIM、国際標準化へ 

    ～BIMに関する国際標準化団体に認められた我が国の取り組み～ 

（７）水害に強い住宅づくりへの取り組みを開始しました 

～「浸水を防ぐ」、「早期・安価に復旧」、「耐水性の向上」の３つの観点からの耐水化案の検討などについて～ 

（８）本年度は遠隔講義を導入して国際地震工学研修を実施 

（９）その他 

・令和３年３月５日「建築研究所講演会」の開催 

 

（資料掲載箇所 URL） 

   http://www.kenken.go.jp/japanese/information/information/press/2020/index.html 

以 上 

 （問合せ先） 
国立研究開発法人建築研究所 
所属 総務部総務課 
氏名 栗原 靖幸 

電話 029-879 -0605（直通） 

E-mail y-kuri@kenken.go.jp 

 建築研究所の最近の研究活動等について報告しました。 
～建築研究所 第１８回 専門紙記者懇談会の開催～ 


